

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　大阪府では、「財政再建プログラム(案)(平成20年6月)」（以下、「プログラム(案)」という。）に基づき、平成20年度から「収入の範囲内で予算を組む」ことを徹底し、すべての事務事業、出資法人、公の施設についてゼロベースで見直すことにより、将来にわたって財政健全化団体にならないための財政構造改革に取り組んできました。

　集中改革期間の最終年度にあたり、このプログラム（案）を着実に推進するため、2１年度までの取組実績(見込)や2２年度当初予算(案)等を踏まえた取組状況について、出来る限り具体的にまとめた「財政再建プログラム(案)改革工程表《平成２２年度版》」を府民の皆さんにお示しいたします。

　今後とも、景気の低迷等による厳しい財政運営が続くことが予想されますが、引き続き、府民の皆さんのご理解とご協力をいただきながら全力で行財政改革を進めてまいります。[image: image1.png]
















































































































































































































































































































































集中改革期間の最終年度にあたり


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































